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151 東日本大震災の被災地における祭礼文化の「復活」とその要因

　
　
　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
お
け
る
祭
礼
文
化
の
「
復
活
」
と
そ
の
要
因

　
　
　
　
　
　
　

―
宮
城
県
石
巻
市
の
大
室
南
部
神
楽
を
事
例
と
し
て

―

筒　

井　
　
　

裕　
　

　
　
　
　
一

　
は
じ
め
に

　

二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
太
平
洋
沖
地
震
と
巨
大
津
波
（
東
日
本
大
震
災
）
は
、
東
日
本
太
平

洋
沿
岸
部
を
中
心
に
一
五
、八
九
二
名
の
犠
牲
者
と
二
、五
七
六
名
の
行
方
不
明
者
を
出
す
と
い
う
極
め
て
深
刻
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

（
二
〇
一
五
年
六
月
一
〇
日
現
在
、
警
察
庁
統
計
資
料
に
よ
る
）。
こ
の
大
規
模
な
自
然
災
害
は
被
災
地
の
人
口
を
急
激
に
減
少
さ
せ
た
だ

け
で
は
な
く
、
地
域
伝
来
の
祭
礼
文
化
に
関
す
る
文
物
を
も
流
失
さ
せ
、
こ
れ
ら
の
継
承
を
困
難
に
し
た
。

　

我
々
は
そ
の
様
子
を
、
た
と
え
ば
東
京
文
化
財
研
究
所
無
形
文
化
遺
産
部
編
（
二
〇
一
四
）
や
「
無
形
文
化
遺
産
現
況
リ
ス
ト
」
な
ど

の
被
災
地
の
民
俗
芸
能
・
祭
礼
に
関
す
る
調
査
報
告
書
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
類
か
ら
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は
、
東
日
本
大
震
災

に
お
け
る
岩
手
・
宮
城
・
福
島
県
の
民
俗
芸
能
・
祭
礼
の
被
災
状
況
の
概
要
、
お
よ
び
、
こ
れ
ら
の
復
興
の
た
め
の
提
言
を
ま
と
め
た
報

告
書
で
あ
る
。
ま
た
後
者
の
「
無
形
文
化
遺
産
現
況
リ
ス
ト
」
は
、
東
日
本
大
震
災
後
に
お
け
る
上
記
三
県
の
民
俗
芸
能
・
祭
礼
の
被
災
・
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152東日本大震災の被災地における祭礼文化の「復活」とその要因

復
興
状
況
を
一
覧
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
み
る
と
、
東
日
本
大
震
災
以
前
の
岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
三
県
に
お
い
て
、
獅
子
舞
・

踊
り
・
田
楽
・
神
楽
な
ど
約
八
四
〇
も
の
民
俗
芸
能
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
岩
手
・
宮
城
の
両
県
下
で
は

民
俗
芸
能
の
復
興
が
比
較
的
早
期
か
ら
進
め
ら
れ
た
の
に
対
し
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
で
住
民
が
日
本
各
地
に
離
散
し

て
い
る
福
島
県
に
お
い
て
は
こ
れ
が
遅
滞
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

さ
ら
に
、こ
れ
ら
の
調
査
報
告
を
通
読
す
る
と
、東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
の
中
で
祭
礼
文
化
を
復
活
さ
せ
た
、あ
る
い
は
復
活
を
図
っ

て
い
る
集
落
に
は
、「
他
地
域
か
ら
支
援
を
受
け
た
」
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
た
と
え
ば
東
京
文

化
財
研
究
所
無
形
文
化
財
遺
産
部
編
（
二
〇
一
四
）
で
は
「「
声
を
あ
げ
る
」
こ
と
の
で
き
た
伝
承
団
体
に
支
援
が
集
中
し
、「「
声
を
あ

げ
ら
れ
な
か
っ
た
」
団
体
に
つ
い
て
は
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
再
開
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
例
も
少
な
く
な
い
と
考
え
ら
れ
、

現
状
や
復
活
へ
の
意
思
を
外
部
に
発
信
す
る
力
の
有
無
が
、
受
援
力
の
格
差
を
生
む
一
因
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
言
え
る
」
と
述
べ
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
他
の
民
俗
学
者
も
既
に
指
摘
し
て
お
り
、
橋
本
（
二
〇
一
二
）
は
「
外
部
と
の
接
点
を
持
っ
て
い
な

い
と
人
知
れ
ず
（
民
俗
芸
能
が
）
消
滅
し
て
し
ま
う
よ
う
な
状
況
が
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る
（
注
（　

）
は
筆
者
に
よ
る
）。

　

以
上
の
調
査
・
研
究
成
果
か
ら
、
我
々
は
被
災
地
が
祭
礼
文
化
を
復
活
さ
せ
る
う
え
で
、「
情
報
発
信
力
」
と
「
他
地
域
か
ら
の
支
援
」

が
不
可
欠
な
要
素
に
な
っ
て
い
る
事
実
を
よ
り
明
瞭
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
他
地
域
」に
対
し
て
情
報
発
信
を
行
い
、「
他
地
域
」

か
ら
支
援
を
受
け
た
集
落
の
例
と
し
て
、
久
保
田
裕
道
氏
は
宮
城
県
石
巻
市
大
室
集
落
を
挙
げ
て
い
る
（
東
京
文
化
財
研
究
所
無
形
文
化

財
遺
産
部
編
、二
〇
一
四
）。
同
集
落
の
人
々
は
「
他
地
域
」
か
ら
様
々
な
支
援
を
獲
得
し
、こ
れ
を
基
盤
と
し
て
東
日
本
大
震
災
前
に
「
休

止
」
し
て
い
た
地
域
伝
来
の
南
部
神
楽
「
大
室
南
部
神
楽
」
を
「
復
活
」
さ
せ
た
と
い
う
。
そ
れ
で
は
一
体
、
彼
ら
／
彼
女
た
ち
は
ど
の

よ
う
な
過
程
を
経
て
大
室
南
部
神
楽
を
「
復
活
」
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
ま
た
、「
他
地
域
か
ら
の
支
援
」
の
み
で
こ
れ
を
成
し
遂
げ

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
？
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153 東日本大震災の被災地における祭礼文化の「復活」とその要因
　

本
稿
で
は
上
記
の
点
を
解
明
す
べ
く
、
以
下
の
方
法
で
論
を
展
開
し
て
い
く
。
最
初
に
、
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
岩
手
県
南
部
・

宮
城
県
北
部
に
伝
わ
る
南
部
神
楽
の
概
要
と
そ
の
地
域
的
展
開
に
関
し
て
説
明
を
行
う
（
第
二
章
）。
次
に
、
筆
者
に
よ
る
現
地
調
査
の

成
果
を
も
と
に（

１
）、

研
究
対
象
地
域
と
し
た
石
巻
市
大
室
集
落
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
大
室
南
部
神
楽
の
略
歴
に
つ
い
て
述
べ
る
（
第
三

章
）。
そ
し
て
最
後
に
、
東
日
本
大
震
災
で
極
め
て
深
刻
な
被
害
を
受
け
た
大
室
集
落
の
人
々
が
い
か
に
し
て
南
部
神
楽
を
「
復
活
」
さ

せ
た
か
、
ま
た
、
彼
ら
／
彼
女
た
ち
が
こ
れ
を
成
功
さ
せ
た
要
因
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
る
（
第
四
章
）。

　
　
　
　
二

　
南
部
神
楽
の
概
要

　

本
章
で
は
宮
城
県
教
育
委
員
会
編
（
一
九
九
三
）
や
東
北
歴
史
博
物
館
編
（
二
〇
一
三
）
な
ど
の
先
行
研
究
を
参
考
に
、
宮
城
県
に
お

け
る
神
楽
の
地
域
的
展
開
、
お
よ
び
、
南
部
神
楽
の
特
徴
に
つ
い
て
簡
略
に
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　
『
宮
城
県
の
民
俗
芸
能
』
は
宮
城
県
内
の
伝
統
芸
能
を
悉
皆
調
査
し
、
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
報
告
書
で
あ
る
。
我
々
は
こ
の
報
告
書

を
通
し
て
、
東
日
本
大
震
災
以
前
の
各
市
町
村
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
様
々
な
神
楽
の
概
要
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
宮
城
県
の
民

俗
芸
能
』
に
よ
る
と
、
宮
城
県
で
は
南
部
神
楽
・
法
印
神
楽
・
十
二
座
神
楽
・
太
神
楽
の
四
種
類
の
神
楽
が
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
伝

承
地
は
南
部
神
楽
が
八
九
か
所
と
最
も
多
く
、
以
下
、
十
二
座
神
楽
（
五
一
か
所
）、
法
印
神
楽
（
二
三
か
所
）、
太
神
楽
（
四
か
所
）
と

な
っ
て
い
る
。
図
１
は
、
こ
れ
を
基
礎
的
資
料
と
し
て
、
宮
城
県
下
に
お
け
る
神
楽
の
類
型
別
分
布
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
図

よ
り
、
宮
城
県
北
部
の
内
陸
側
、
お
よ
び
仙
台
以
南
の
地
域
に
お
い
て
神
楽
が
密
に
分
布
す
る
の
に
対
し
、
南
三
陸
で
は
相
対
的
に
疎
ら

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
把
握
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、『
南
部
神
楽
に
親
し
む
』
が
既
に
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
①
仙
台
市
を
境

界
と
し
て
県
北
部
で
は
南
部
神
楽
と
法
印
神
楽
が
、
そ
し
て
、
県
南
部
に
お
い
て
は
太
神
楽
と
十
二
座
神
楽
が
主
に
継
承
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
、
②
南
部
神
楽
が
栗
駒
町
を
中
核
と
し
た
県
北
内
陸
部
で
非
常
に
盛
ん
な
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
我
々
は
こ
こ
で
、
南
三
陸
に
近
接
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154東日本大震災の被災地における祭礼文化の「復活」とその要因

す
る
に
つ
れ
て
南
部
神
楽
の
分
布
が
疎
ら
に
な

る
一
方
で
、
法
印
神
楽
の
分
布
件
数
が
増
加
す

る
傾
向
に
も
留
意
し
た
い
。
つ
ま
り
本
稿
で
事

例
と
す
る
大
室
南
部
神
楽
は
、
法
印
神
楽
が
盛

ん
な
南
三
陸
に
伝
わ
る
数
少
な
い
貴
重
な
南
部

神
楽
の
ひ
と
つ
だ
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

そ
れ
で
は
、
南
部
神
楽
と
は
ど
の
よ
う
な
特

徴
を
も
つ
神
楽
で
あ
る
の
か
。
東
北
歴
史
博
物

館
編
（
二
〇
一
三
）
は
、
岩
手
・
宮
城
両
県
に

伝
わ
る
南
部
神
楽
の
概
要
（
起
源
・
分
布
・
系

譜
な
ど
）
に
つ
い
て
詳
細
に
ま
と
め
た
非
常
に

貴
重
な
報
告
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
近

世
の
南
部
・
仙
台
藩
領
に
お
い
て
、
神
楽
の
奉
納
を
許
さ
れ
て
い
た
の
は
社
家
や
修
験
世
帯
の
者
の
み
で
、
農
民
が
神
楽
を
習
得
す
る
こ

と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
江
戸
末
期
以
降
、
一
般
の
農
民
た
ち
が
「
神
社
等
に
奉
納
す
る
こ
と
を
前
提
と
い
う
よ
り
、

自
分
た
ち
が
楽
し
む
た
め
」
に
南
部
神
楽
を
始
め
た
と
さ
れ
る
。
南
部
神
楽
に
は
こ
の
よ
う
な
成
立
の
背
景
が
あ
る
が
ゆ
え
に
、「
民
衆

に
よ
る
民
衆
の
た
め
の
神
楽
」
と
し
て
の
性
質
が
強
い
（
以
上
、
東
北
歴
史
博
物
館
編
、
二
〇
一
三
）。
そ
の
演
目
は
、
①
山
伏
神
楽
を

起
源
と
し
、
神
話
を
題
材
に
し
た
式
舞
や
神
舞
（「
三
番
叟
」・「
み
か
ぐ
ら
」・「
八
幡
舞
」
な
ど
）、
②「
屋
島
合
戦
」・「
五
条
の
橋
」
を

南部神楽

法印神楽

仙台市

十二座神楽

太神楽

１

５

10
神楽を伝承している地域の数

図 1　宮城県における神楽の分布とその類型（平成期）
（『宮城県の民俗芸能』をもとに作成）
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155 東日本大震災の被災地における祭礼文化の「復活」とその要因

は
じ
め
と
す
る
軍
記
物
や
地
域
の
伝
説
を
テ
ー
マ
に
し
た
劇
舞
、
さ
ら
に
③
狂

言
の
以
上
三
種
類
に
区
分
で
き
る
（
宮
城
県
教
育
委
員
会
編
、
一
九
九
三
）。

　

こ
れ
ら
の
南
部
神
楽
は
専
用
の
舞
台
で
奉
納
さ
れ
る
が
、
そ
の
四
方
の
一

面
に
は
幕
が
張
ら
れ
、
残
り
の
三
方
を
取
り
巻
く
よ
う
に
観
客
が
座
る
。
舞

い
手
た
ち
は
演
目
の
内
容
に
応
じ
て
、
様
々
な
神
楽
面
や
色
彩
豊
か
な
袴
・

千
早
な
ど
の
神
楽
衣
装
を
身
に
つ
け
、
観
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
る
（
写
真
１
）。

演
目
中
、
舞
い
手
た
ち
は
神
楽
面
を
着
装
し
た
ま
ま
民
謡
風
の
節
回
し
で
台

詞
を
朗
々
と
唱
え
、
場
面
を
次
々
に
転
じ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
演
劇
的
要

素
が
色
濃
い
点
も
南
部
神
楽
の
大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
（
東

北
歴
史
博
物
館
編
、
二
〇
一
三
）。

　
　
　
　
三

　
研
究
対
象
地
域
の
概
要
と
大
室
南
部
神
楽
保
存
会

　
　（
一
）
研
究
対
象
地
域
の
概
要

　

宮
城
県
石
巻
市
十
三
浜
地
区
大
室
集
落
は
、仙
台
市
か
ら
直
線
距
離
で
約
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
東
に
位
置
す
る
漁
村
で
あ
る
（
図
２
、

写
真
２

（
２
））。

二
〇
一
一
年
三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
太
平
洋
沖
地
震
と
巨
大
津
波
の
た
め
に
、
十
三
浜
地
区
で
は
二
九
八
名
も
の
住
民
が

犠
牲
と
な
っ
た
。
ま
た
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
た
大
室
集
落
は
全
住
宅
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
流
失
・
破
損
す
る
と
い
う
、
極
め
て
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
。
図
３
は
、
二
〇
〇
八
年
と
二
〇
一
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
二
冊
の
住
宅
地
図
『
ゼ
ン
リ
ン
住
宅
地
図　

石
巻
市
④
』

を
基
礎
的
資
料
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
前
後
で
同
集
落
の
建
築
物
の
分
布
状
況
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で

写真 1　宮城県石巻市の大室南部神楽「宝剣納め」

　　　　　 （2013 年、筆者撮影）　　　　　
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156東日本大震災の被災地における祭礼文化の「復活」とその要因

図 2　研究対象地域と大室南部神楽保存会に対する支援地域（2012～2015 年）
（大室南部神楽保存会会員に対する聞き取り調査、および、同保存会

　　　　    FACEBOOK・ホームページをもとに作成）

写真 2　宮城県石巻市大室集落から眺めた大室湾（2013 年、筆者撮影）

■ 鳴子 ■ 栗原

■
下大籠

○ 津谷川

■ 仙台

● 大室集落

岩
手
県

宮
城
県

■ 石巻

神楽面の作製太鼓の作成

神題本の複写
  舞台の貸与　

神楽面の形
状に関する
情報の提供

袴の縫製

太

　
　
　
　平

　

　
　
　
　
　
　洋

北

　上

　川

花巻 ○

一関 ■ ■ 気仙沼

○ 多賀城

　　大室南部神楽
　　保存会に対し、
　　支援を行った
　　個人・団体
■

０ 30km

■ 鎌倉

渋谷○東京都

神奈川県
道具の調整に関する助言

布地提供の呼びかけ

神楽幕の
複元・作製

10号 ⑤筒井先生.indd   156 2016/02/20   14:31:56



157 東日本大震災の被災地における祭礼文化の「復活」とその要因

あ
る
。
同
図
を
み
る
と
、
東
日
本
大
震
災
の
た
め

に
大
室
集
落
の
大
部
分
の
建
築
物
が
失
わ
れ
、
現

在
も
こ
の
地
が
「
復
興
の
途
上
」
に
あ
る
こ
と
が
理

解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

東
日
本
大
震
災
以
前
か
ら
、
大
室
集
落
の
人
々

は
漁
業
―
と
く
に
、
ワ
カ
メ
・
ホ
タ
テ
の
養
殖
、

そ
し
て
サ
ケ
の
定
置
網
漁
―
に
従
事
し
、
生
計
を

立
て
て
き
た

（
３
）。

東
日
本
大
震
災
以
降
、
同
集
落
の

漁
業
者
は
石
巻
市
内
の
仮
設
住
宅
な
ど
に
分
散

し
て
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
る
が
、
現
在
も
毎

朝
、
避
難
先
か
ら
大
室
集
落
に
通
っ
て
漁
業
に
励

ん
で
い
る
。
二
〇
一
五
年
現
在
、
大
室
集
落
を
含

む
十
三
浜
地
区
の
水
産
資
源
は
ほ
ぼ
回
復
を
遂
げ

た
が
、
福
島
第
一
原
発
事
故
に
起
因
す
る
「
放
射

能
問
題
」
の
風
評
被
害
の
た
め
に
、
水
産
関
連
業

者
が
同
地
区
の
海
産
物
の
買
い
取
り
を
躊
躇
す
る

と
い
う
深
刻
な
事
態
が
続
い
て
い
る
。
た
と
え
ば

二
〇
一
三
年
の
場
合
、
大
室
集
落
の
ホ
タ
テ
の
出

図 3　建築物の分布からみた大室集落の復興状況（2008～2014 年）

　　　　　　 （ 2008 年版・2014 年版『ゼンリン住宅地図　石巻市④』、ならびに
　　　　　　　  現地調査の成果をもとに作成）
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158東日本大震災の被災地における祭礼文化の「復活」とその要因

荷
量
は
東
日
本
大
震
災
前
の
三
割
程
度
に
と
ど
ま
り
、
漁
協
組
合
の
収
益
も
激
減
し
て
し
ま
っ
た
（
大
室
集
落
の
住
民
に
よ
る
）。
こ
の

よ
う
に
地
域
経
済
が
停
滞
す
る
状
況
下
に
お
い
て
、
水
産
業
へ
の
経
済
的
依
存
度
が
低
い
住
民
の
中
に
は
、
漁
業
か
ら
離
れ
て
他
地
域
へ

と
移
住
し
た
者
も
あ
る
。
二
〇
一
五
年
現
在
、
大
室
集
落
の
約
半
数
の
世
帯
が
同
集
落
で
の
生
活
を
希
望
し
て
い
る
が
、
今
後
も
こ
の
よ

う
な
状
況
が
続
け
ば
、
大
室
集
落
に
お
け
る
水
産
業
を
基
盤
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
存
続
は
極
め
て
困
難
に
な
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　
　（
二
）
大
室
集
落
に
お
け
る
南
部
神
楽
の
伝
播
と
定
着

　

大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
会
員
（
以
下
「
保
存
会
の
会
員
」
と
記
す
）
に
よ
る
と
、
大
正
期
に
現
在
の
岩
手
県
一
関
市
下
大
籠
集
落
の

男
性
Ｔ
氏
が
大
室
集
落
に
南
部
神
楽
を
伝
え
た
と
い

う
。
大
正
期
か
ら
高
度
経
済
成
長
期
の
頃
ま
で
、
毎

年
正
月
過
ぎ
に
な
る
と
、
Ｔ
氏
は
大
室
集
落
を
訪
問

し
、
そ
こ
に
二
～
三
か
月
間
滞
在
し
て
地
域
の
男
性

に
「
瑞
山
流
」
の
南
部
神
楽
を
教
え
た
。
平
成
期
に

入
る
ま
で
、
こ
の
南
部
神
楽
を
習
得
で
き
た
の
は
同

集
落
の
男
性
（
二
〇
～
三
〇
代
）
に
限
ら
れ
て
い
た

（
後
述
）。
昭
和
三
〇
年
代
に
は
南
部
神
楽
は
大
室
集

落
に
完
全
に
定
着
し
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、

同
集
落
の
人
々
は
北
上
町
教
育
委
員
会
か
ら
の
要

写真 3　 宮城県石巻市大室集落の山神社

　　　   ①参道（2013 年、筆者撮影）

山神社は大室集落の小高い丘の上に鎮座し
ている。東日本大震災の折に、山神社へと
通じる参道（階段）の半ばまで津波が到達
した。
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159 東日本大震災の被災地における祭礼文化の「復活」とその要因

請
に
よ
り
「
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
」
を
組
織
し
、
そ
の
活
動

を
開
始
し
た
（
保
存
会
の
会
員
に
よ
る
）。
二
〇
一
五
年
現
在
、

大
室
南
部
神
楽
保
存
会
に
は
二
十
数
名
の
男
女
（
一
〇
代
～

七
〇
代
が
中
心
）
が
所
属
し
て
お
り
、
青
年
層
の
熱
意
に
支
え

ら
れ
た
高
齢
の
会
員
が
彼
ら
／
彼
女
た
ち
の
指
導
役
と
な
り
、

神
楽
の
継
承
を
図
っ
て
い
る
。

　

近
代
以
降
、大
室
集
落
の
人
々
は
、集
落
の
産
土
社
「
山
神
社
」

の
秋
祭
り
と
地
域
の
神
楽
大
会
の
年
二
回
に
限
っ
て
南
部
神
楽

を
奉
納
し
て
き
た（
写
真
３
・
４
）。
大
室
集
落
の
戸
主
層（
男
性
）

は
契
約
講
の
一
種
で
あ
る
「
契
約
会
」
を
組
織
し
て
お
り
、
秋

祭
り
の
約
二
か
月
前
に
な
る
と
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
に
対

し
、
神
楽
の
奉
納
を
依
頼
し
た
。
す
る
と
、
保
存
会
の
会
員
た

ち
は
秋
祭
り
を
目
標
と
し
て
神
楽
の
練
習
に
励
ん
だ
と
い
う
。

こ
れ
に
加
え
、
保
存
会
の
会
員
は
、
毎
年
開
催
さ
れ
る
地
域
の
神
楽
大
会
「
石
巻
・
桃
生
・
牡
鹿
地
方
神
楽
大
会
」
に
出
場
し
、
大
室
南

部
神
楽
を
市
民
に
公
開
し
て
き
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
よ
り
、
岩
手
・
宮
城
県
の
各
地
で
は
神
楽
の
衣
装
や
技
術
を
競
う
コ
ン
テ
ス
ト

が
盛
ん
に
な
っ
た
が（

４
）、

こ
の
「
石
巻
・
桃
生
・
牡
鹿
地
方
神
楽
大
会
」
は
神
楽
保
存
会
間
の
優
劣
の
決
定
を
主
眼
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。

大
室
集
落
の
人
々
は
自
ら
の
神
楽
を
「
大
室
の
人
々
の
大
ら
か
で
、
感
情
を
直
接
的
に
表
現
す
る
性
格
を
反
映
し
た
も
の
」・「
他
と
順
位

を
競
う
べ
き
で
は
な
い
も
の
」・「
他
に
勝
る
非
常
に
優
れ
た
も
の
」
と
し
て
認
識
し
、強
い
誇
り
を
抱
い
て
き
た
（
写
真
５
）。
そ
れ
ゆ
え
、

写真 4　宮城県石巻市大室集落の山神社②社殿

　　　　　　（2013 年、筆者撮影）

大室南部神楽保存会の会員は 2015 年 5 月に開催された
市民まつり「きたかみ春まつり」（「大室南部神楽保存会
復活祭」が前身）においても南部神楽を奉納した。舞い
手たちはこれに先立ち、山神社に参拝した。
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160東日本大震災の被災地における祭礼文化の「復活」とその要因

彼
ら
は
他
の
神
楽
保
存
会
と
の
競
争
を
禁
忌
視

し
、
神
楽
保
存
会
間
の
優
劣
を
決
定
す
る
よ
う

な
大
会
に
は
出
場
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る（

５
）。

そ
の
結
果
、
彼
ら
が
大
室
南
部
神
楽
を
奉
納
す

る
機
会
は
、
産
土
社
の
祭
礼
と
「
競
争
を
目
的

と
し
な
い
神
楽
大
会
」
の
毎
年
二
回
に
ほ
ぼ
限

定
さ
れ（

６
）（

保
存
会
の
会
員
に
よ
る
）、
大
室
南
部

神
楽
が
「
社
会
的
な
注
目
」
を
浴
び
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

　

昭
和
期
か
ら
平
成
期
に
か
け
て
の
長
期
に
わ

た
り
、
大
室
集
落
に
お
い
て
神
楽
の
指
導
を
担
っ

て
い
た
の
が
、
大
室
南
部
神
楽
に
関
す
る
す
べ
て
の
技
術
・
知
識
を
そ
な
え
た
「
師
匠
」
と
呼
ば
れ
る
集
落
の
男
性
Ｋ
氏
（
東
北
太
平
洋

沖
地
震
の
発
生
当
時
八
〇
代
）
で
あ
っ
た
。
昼
間
、
集
落
の
人
々
は
漁
業
に
従
事
し
、
夜
に
な
る
と
二
〇
畳
ほ
ど
の
広
さ
の
「
稽
古
小
屋
」

に
集
合
し
、
神
楽
の
練
習
に
励
ん
だ
。
保
存
会
の
会
員
に
よ
る
と
、
師
匠
の
指
導
は
非
常
に
厳
し
か
っ
た
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
常
日
頃

か
ら
姿
勢
の
悪
い
舞
い
手
に
対
し
、猫
背
を
矯
正
す
る
た
め
に
何
度
も
激
し
く
指
導
を
行
っ
た
。あ
る
保
存
会
の
会
員
は
、そ
の
様
子
を「
だ

い
ぶ
師
匠
に
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
」
と
評
す
る
。
ま
た
、
練
習
時
に
舞
い
手
の
台
詞
の
声
が
小
さ
け
れ
ば
、
師
匠
は
舞
い
手
に
浜
辺
―
稽

古
小
屋
か
ら
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
―
へ
行
き
、そ
こ
か
ら
稽
古
小
屋
ま
で
届
く
ほ
ど
の
大
声
で
台
詞
を
唱
え
る
よ
う
命
じ
た
。

舞
い
手
が
誤
っ
た
所
作
を
し
た
場
合
も
、
師
匠
か
ら
「
誰
か
ら
お
し
ぇ
ら
れ
だ
（
そ
の
よ
う
な
所
作
を
し
ろ
と
誰
か
ら
教
え
ら
れ
た
）！
」

写真 5　 大室南部神楽保存会による「屋島合戦」

（2013 年 5 月、筆者撮影）

舞い手は、神楽の奉納時に感情があふれ出し、
　神楽面の下で涙を流すこともあるという。
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と
激
し
い
檄
が
と
び
、
舞
い
手
た
ち
は
恐
怖
の
た
め
に
委
縮
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
保
存
会
の
会
員
た
ち
は
、
指
導
時
の
師
匠
の
表
情
に

つ
い
て
「
ま
る
で
く
い
し
め
面
の
よ
う
だ
っ
た
」
と
懐
か
し
さ
と
親
し
み
を
込
め
て
述
べ
る（

７
）。

　

南
部
神
楽
の
厳
し
い
練
習
は
大
室
集
落
の
男
性
た
ち
の
精
神
を
修
養
し
、
体
力
を
増
強
さ
せ
、
漁
業
者
と
し
て
の
不
可
欠
な
資
質
―
す

な
わ
ち
「
屈
強
な
心
身
」―
を
育
ん
で
い
っ
た
。
し
か
し
、
練
習
が
非
常
に
過
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、「
脱
落
者
」
も
多
数
生
じ
た
。

た
と
え
ば
、
昭
和
三
〇
年
代
に
は
四
〇
名
近
く
の
男
性
が
神
楽
の
練
習
に
参
加
し
て
い
た
が
、
そ
の
数
は
最
終
的
に
二
五
名
程
度
に
ま
で

減
少
し
た
。
師
匠
の
厳
し
い
指
導
に
耐
え
抜
い
た
者
は
「
神
楽
の
正
式
な
舞
い
手
」
と
な
り
、
大
室
集
落
の
祭
礼
時
に
は
花
形
的
な
存
在

と
し
て
注
目
を
浴
び
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
「
娯
楽
の
多
様
化
」
に
よ
り
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
は
「
後
継
者
不
足
」
と
い
う
問
題
に
直
面
す
る
。
保

存
会
側
で
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
べ
く
、
女
児
の
神
楽
の
習
得
を
容
認
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
て
同
保
存
会
は
神
楽
の
継
承
に
必

要
な
人
的
資
源
を
一
時
的
に
確
保
し
た
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
再
度
深
刻
な
後
継
者
不
足
へ
と
陥
り
、
神
楽
の
奉
納
を
一
時
的
に
「
休

止
」
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
大
室
集
落
の
人
々
は
、
地
域
の
祭
礼
文
化
が
「
衰
退
」
し
て
い
た
最
中
の
二
〇
一
一
年
に
東
北
太
平
洋

沖
地
震
を
経
験
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
巨
大
地
震
に
よ
っ
て
生
じ
た
津
波
は
同
集
落
を
襲
い
、
師
匠
を
含
む
数
多
の
住
民
の
生
命
を
奪
っ

た
。
さ
ら
に
、
南
部
神
楽
の
奉
納
に
必
要
な
道
具
類
（
神
楽
の
幕
・
神
楽
面
・
神
楽
衣
装
・
神か

ん
で
ぼ
ん

題
本
な
ど
）
も
す
べ
て
押
し
流
し
て
し
ま
っ

た（
８
）。

　
　
　
　
四
　
大
室
南
部
神
楽
の
「
復
活
」
と
保
存
会
の
現
況

　

本
章
で
は
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
が
大
室
南
部
神
楽
を
復
活
さ
せ
た
経
緯
と
そ
の
要
因
、
な
ら
び
に
同
保
存

会
の
現
況
に
つ
い
て
、
現
地
で
の
聞
き
取
り
調
査
、
お
よ
び
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
な
ど
の
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記
録
を
も
と
に
述
べ
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

　

大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
会
員
に
よ
る
と
、
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
の
直
後
、
被
害
の
深
刻
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、
ひ
ど
く

落
胆
し
た
高
齢
者
の
中
に
は
、「
こ
れ
で
神
楽
が
完
全
に
途
絶
し
て
し
ま
っ
た
」・「
神
楽
を
や
め
よ
う
」
と
口
に
す
る
者
も
あ
っ
た
と
い

う
。
こ
の
状
況
に
直
面
し
た
大
室
集
落
の
二
〇
～
三
〇
代
の
男
女

―
す
な
わ
ち
、
一
九
九
〇
年
代
に
師
匠
か
ら
南
部
神
楽
を
教
わ
っ

た
最
後
の
世
代
―
は
高
齢
者
た
ち
を
励
ま
す
べ
く
、
そ
の
「
復
活
」

を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　

大
室
南
部
神
楽
の
「
復
活
」
は
、
二
〇
一
二
年
三
月
に
、
大
室
・

相
川
・
長
塩
谷
の
各
南
部
神
楽
保
存
会
の
関
係
者
が
石
巻
市
内
の

仮
設
団
地
に
集
合
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
南
部
神
楽
の
「
復
活
」
に
つ

い
て
話
し
合
い
の
場
を
設
け
た
こ
と
が
ひ
と
つ
の
契
機
と
な
り
、

進
展
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
先
述
の
よ
う
に
、
大
室
集
落
の
神

楽
の
師
匠
は
東
日
本
大
震
災
の
折
に
発
生
し
た
巨
大
津
波
の
犠
牲

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
は
祭
礼
道
具
の
素

材
・
構
造
・
入
手
方
法
（
購
入
先
）、
そ
し
て
神
題
本
の
内
容
に
関

す
る
情
報
の
大
部
分
を
喪
失
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に

あ
っ
た
保
存
会
の
会
員
た
ち
は
「
他
地
域
か
ら
の
支
援
」
を
受
け

た
り
、
大
室
南
部
神
楽
と
同
系
譜
の
神
楽
面
・
神
題
本
を
独
自
に

写真 6　大室南部神楽保存会の幕（2013 年、筆者撮影）

大室湾にうかぶ松島に朝日が差している様子を描いたもの。南部神
楽の幕のモチーフは、各伝承地によって異なる。
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探
し
だ
し
た
り
し
て
、
祭
礼
道
具
を
徐
々
に
整
え
て
い
く
。

　

二
〇
一
二
年
五
月
以
降
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
は
東
北
・
関
東
・
近
畿
・
四
国
地
方
の
企
業
・
団
体
・
個
人
―
つ
ま
り
「
他
地
域
」―

か
ら
、
祭
礼
道
具
と
舞
台
装
置
に
関
す
る
様
々
な
支
援
を
受
け
て
い
っ
た
（
図
２
参
照
）。
た
と
え
ば
、
復
興
支
援
チ
ー
ム
「
リ
オ
グ
ラ

ン
デ
」（
石
巻
市
）
は
、
自
身
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
神
楽
衣
装
の
布
地
の
提
供
を
呼
び
掛
け
た
。
ま
た
ル
ー
テ
ル
教
会
（
仙
台
市
）

は
神
楽
衣
装
の
袴
の
縫
製
に
協
力
し
、
大
室
南
部
神
楽
の
復
活
を
後
押
し
し
た
。
岩
手
県
一
関
市
の
京
屋
染
物
店
は
、
古
い
画
像
資
料
を

も
と
に
大
室
集
落
の
神
楽
の
幕
の
デ
ザ
イ
ン
を
復
元
し
、
翌
年
五
月
に
新
し
い
神
楽
の
幕
を
完
成
さ
せ
た
（
写
真
６
）。

　

そ
の
一
方
で
、
保
存
会
の
会
員
た
ち
は
「
他
地
域
」
か
ら
の
支
援
の
み
で
は
入
手
が
困
難
な
道
具
類
―
す
な
わ
ち
「
瑞
山
流
」
の
神
題

本
と
神
楽
面
―
を
独
力
で
探
し
出
し
、こ
れ
ら
を
参
考
に
祭
礼
道
具
の
調
整
を
進
め
た
。
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
は
そ
の
実
現
に
向
け
て
、

最
初
に
、
伝
統
芸
能
の
道
具
の
作
製
方
法
・
素
材
に
精
通
し
た
人
物
―
神
奈
川
県
鎌
倉
市
在
住
の
神
楽
の
研
究
者
Ｍ
氏
（
八
〇
代
男
性
）

―
と
の
人
脈
を
構
築
し
て
い
っ
た
。
Ｍ
氏
は
南
部
神
楽
が
盛
ん
な
栗
原
市
の
出
身
で
、
南
部
神
楽
に
関
す
る
造
詣
が
深
く
、
ま
た
「
東
北

神
楽
大
会
」
や
栗
原
地
方
の
神
楽
大
会
を
後
援
す
る
な
ど
し
て
伝
統
芸
能
の
振
興
を
推
進
す
る
著
名
な
人
物
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
以

前
の
段
階
に
お
い
て
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
側
で
は
、
師
匠
の
み
が
Ｍ
氏
と
若
干
の
面
識
を
有
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

東
日
本
大
震
災
後
、
保
存
会
の
三
〇
代
の
男
性
が
職
縁
を
通
じ
て
Ｍ
氏
の
存
在
を
把
握
し
、
二
〇
一
二
年
五
月
に
面
会
す
る
に
至
っ
た
。

こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
二
ヶ
月
後
に
保
存
会
の
会
員
た
ち
は
数
名
で
自
家
用
車
を
利
用
し
て
鎌
倉
市
に
あ
る
Ｍ
氏
宅
を
訪
問
し
、
彼

か
ら
祭
礼
道
具
の
素
材
や
神
楽
面
の
購
入
先
・
製
作
者
な
ど
に
関
す
る
多
く
の
助
言
を
得
た
と
い
う
。

　

ま
た
二
〇
一
二
年
五
月
に
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
は
、
大
室
南
部
神
楽
と
創
始
者
を
等
し
く
す
る
神
楽
の
伝
承
地
―
す
な
わ
ち
岩
手

県
一
関
市
藤
沢
下
大
籠
集
落
―
を
訪
問
し
た
。
そ
し
て
同
集
落
の
神
楽
の
継
承
者
と
面
会
し
、
三
冊
の
神
題
本
の
複
写
許
可
を
得
た
。
こ

れ
に
加
え
、
保
存
会
の
会
員
た
ち
は
、
大
室
集
落
の
神
楽
面
の
製
作
者
で
あ
る
及
川
慶
龍
の
子
孫
（
岩
手
県
一
関
市
室
根
町
在
住
）
の
所
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在
を
訪
ね
、
こ
の
人
物
か
ら
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
住
民
Ｓ
氏
（
津
谷
川
出
身
）
が
同
系
譜
の
神
楽
面
を
所
蔵
し
て
い
る
と
い
う
情
報
を
得

た
。
同
年
八
月
、
保
存
会
の
会
員
は
数
名
で
Ｓ
氏
を
訪
問
し
、
神
楽
面
の
借
用
を
依
頼
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
実
現
せ
ず
、
Ｓ
氏
の
神

楽
面
を
撮
影
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
で
は
こ
れ
ま
で
に
収
集
し
た
情
報
を
も
と
に
、
栗
原
市
の
人
物
に

新
し
い
神
楽
面
の
作
製
を
依
頼
し
た
。
一
体
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
で
は
い
か
に
し
て
自
ら
と
同
系
譜
の
祭
礼
道
具
の
所
在
を
把
握
し

て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
保
存
会
の
会
員
に
よ
る
と
、
彼
ら
／
彼
女
た
ち
は
南
部
神
楽
が
伝
わ
る
各
地
の
公
民
館
・
役
所
な
ど
の
公
的

機
関
に
対
し
、
瑞
山
流
の
祭
礼
道
具
の
所
在
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
積
極
的
に
要
請
し
、
こ
れ
ら
か
ら
の
協
力
を
得
る
こ
と
に
成
功
し

た
の
だ
と
い
う
。
以
上
か
ら
、
大
室
南
部
神
楽
が
「
復
活
」
を
と
げ
た
背
景
に
は
「
他
地
域
か
ら
の
支
援
」
の
ほ
か
に
、「
師
匠
の
厳
し

い
指
導
に
耐
え
抜
い
た
心
身
の
屈
強
さ
」と「
保
存
会
の
会
員
に
よ
る
精
力
的
な
現
地
調
査
」の
二
点
が
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

二
〇
一
二
年
一
一
月
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
は
大
室
集
落
で
復
旧
工
事
に
あ
た
っ
て
い
た
建
設
業
者
か
ら
、
そ
の
事
務
所
の
二
階
を

神
楽
の
練
習
場
所
と
し
て
借
り
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
練
習
場
所
が
確
保
で
き
た
こ
と
を
切
っ
掛
け
に
、
保
存
会
の
会
員
た
ち
は
毎
週

金
曜
日
の
夜
に
そ
こ
に
集
い
、
練
習
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た（

９
）。

そ
の
際
に
、
彼
ら
／
彼
女
た
ち
は
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
機
能
や
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
活
用
し
て
同
保
存
会
の
活
動
に
係
る
連
絡
事
項
（
練
習
の
実
施
・

中
止
な
ど
）
を
発
信
・
共
有
し
、
会
員
間
の
連
帯
を
高
め
て
い
っ
た
。
こ
れ
と
と
も
に
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
動
向
や
行
事
に
関
す
る

情
報
を
自
身
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
を
通
じ
て
積
極
的
に
発
信
し
、「
他
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
維
持
・
強
化

し
続
け
た）

（1
（

。

　

神
楽
の
練
習
を
再
開
し
て
間
も
な
く
、
保
存
会
の
会
員
た
ち
は
翌
年
五
月
の
大
型
連
休
に
「
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
復
活
祭
」
を
開
催

す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
は
、
神
楽
の
道
具
―
神
楽
の
衣
装
・
幕
、
舞
台
装
置
な
ど
―
が
あ
る
程
度
整
い
、
神
楽
を
奉
納
で
き
る
可
能
性

が
著
し
く
高
ま
っ
た
こ
と
と
、
大
室
集
落
が
東
日
本
大
震
災
の
被
害
か
ら
復
興
に
向
け
て
立
ち
上
が
っ
て
い
る
現
状
を
日
本
各
地
の
支
援
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者
に
伝
え
た
い
と
い
う
強
い
精
神
的
欲
求
が
生
じ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
復
活
祭
」
の
開
催
は

大
室
集
落
の
人
々
の
「
生
活
上
の
目
標
」
と
な
る
と
と
も
に
、
石
巻
市
と
そ
の
周
辺
地
域
に
離
散
し
て
し
ま
っ
た
彼
ら
／
彼
女
た
ち
を
物

理
的
・
精
神
的
に
よ
り
強
固
に
結
束
さ
せ
る
と
い
う
、
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

二
〇
一
三
年
五
月
四
日
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
は
一
関
市
の
藤
沢
下
大
籠
神
楽
保
存
会
か
ら
神
楽
用
の
舞
台
と
人
手
を
借
り
受
け
、

集
落
内
の
漁
業
共
同
作
業
場
（
図
３
参
照
）
を
会
場
と
し
て
「
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
復
活
祭
」
を
開
催
し
た
。
当
日
、
そ
の
会
場
に
は

地
域
住
民
や
復
興
支
援
に
携
わ
っ
た
関
係
者
を
含
む
多
数
の
人
々
が
応
援
・
見
学
の
た
め
に
集
ま
っ
た
。
保
存
会
の
会
員
た
ち
は
「
三
番

叟
」・「
岩
戸
入
り
」・「
宝
剣
納
め
」・「
五
条
の
橋
」・「
田
村
三
代
」・「
屋
島
合
戦
」
な
ど
の
演
目
を
奉
納
し
、
大
室
南
部
神
楽
を
「
復
活
」

さ
せ
た
。

　
「
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
復
活
祭
」
以
降
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
は
、
以
前
よ
り
も
そ
の
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
傾
向

は
、
同
保
存
会
の
神
楽
の
奉
納
頻
度
と
奉
納
場
所
の
変
化
か
ら
把
握
で
き
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
は
大
室
南
部
神

楽
の
「
復
活
」
の
た
め
に
精
力
的
に
「
現
地
調
査
」
を
展
開
し
た
。
そ
の
際
に
、
保
存
会
の
会
員
は
訪
問
先
の
人
々
と
神
楽
を
紐
帯
と
し

た
人
脈
を
次
々
に
構
築
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
は
こ
の
新
た
な
人
脈
を
通
じ
て
県
内
外
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や

公
演
に
招
聘
さ
れ
、
神
楽
を
頻
繁
に
奉
納
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
保
存
会
の
会
員
に
よ
る）

（（
（

）（
表
１
）。
保
存
会
の
会
員
た
ち
は

南
部
神
楽
を
二
〇
一
三
年
に
五
回
、
そ
し
て
そ
の
翌
年
に
は
一
一
回
も
奉
納
し
て
い
る
。
こ
の
回
数
は
、
大
室
南
部
神
楽
が
「
衰
退
」
す

る
以
前
の
数
倍
に
も
及
ぶ
。
ま
た
、
か
つ
て
大
室
南
部
神
楽
の
奉
納
範
囲
は
大
室
集
落
内
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い
た
が
（
第
三
章
参
照
）、

現
在
で
は
岩
手
県
南
部
、
宮
城
県
の
仙
台
市
と
内
陸
部
、
そ
し
て
関
東
方
面
に
ま
で
そ
の
範
囲
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
（
図
４
）。

　

保
存
会
の
会
員
の
中
に
は
奉
納
回
数
が
急
増
し
た
現
状
に
つ
い
て
、「
神
楽
が
仕
事
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
述
べ
、
若
干
複

雑
な
心
境
を
垣
間
み
せ
る
者
も
あ
る
が
、
こ
の
人
物
を
含
む
同
保
存
会
の
人
々
の
神
楽
の
継
承
に
対
す
る
意
思
は
非
常
に
強
い
。
そ
の
様
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年 月 場所 概要
2012 年 3 月 相川集落 ・�相川の仮設団地に、十三浜地区の神楽保存会の関係者が集合。

4 月 石巻市内 ・大室集落出身者の飲食店に青年層 9 名が集合。
5 月 ・�リオグランデ（復興支援チーム）が衣装協力を HP 上で呼びかける。

岩手県一関市 ・�藤沢下大籠へ 7 人で向かい、「神題本」３冊分の複写を行う。
6 月 　 ・FACEBOOK のグループ「大室南部神楽保存会」を組織化。

・雄勝法印神楽保存会と打ち合わせ。
7 月 　 ・�「WE�ARE�ALL�ONE」（ボランティア団体）が御幣の作成を支援。

仙台市 ・東北放送「絆スタジオ」に出演。
　 ・�震災後、はじめて大室南部神楽保存会の会員とその家族が集合（47 名）。
神奈川県鎌倉市 ・�鎌倉在住の神楽の研究者を訪問し、道具の入手について助言を受ける。

8 月 　 ・�「ソウルフラワー震災基金」により、アンプセットの寄贈を受ける。
9 月 　 ・鎌倉在住の神楽の研究者から紅白幕の寄贈を受ける。
10 月 岩手県一関市 ・藤沢下大籠神楽 80 周年記念に招待される。
11 月 ・藤沢下大籠の神楽保存会の会員が大室集落を訪問。

・�東日本大震災後、はじめて大室南部神楽保存会が練習を行う。
・�藤沢下大籠神楽保存会の「神題本」をてがかりに、演目の打ち合わせを行う。
・鐘・太鼓がそろう。
・「大室南部神楽保存会復活祭」の日程が決まる。
・NHK ラジオ第一「ふるさと元気力」に会員が出演。

栗原市 ・�栗駒町の職人に依頼していた若人面 2 点、女面１点が完成。
12 月 仙台市 ・ルーテル協会が衣装（袴）の縫製に協力をする。

2013 年 3 月 　 ・「大室南部神楽保存会復活祭」のポスターを作成。
4 月 　 ・�藤沢下大籠から神楽の舞台と人手を借り、復活祭の準備を開始。

・衣装合わせを行う。
5 月 　 ・�大室南部神楽保存会関係者全員で、食事・海産物販売の準備を行う。

・「大室南部神楽保存会復活祭」を行う。
9 月 仙台市 ・第 28 回全国老人デイ・ケア研究大会で神楽を奉納。
10 月 河北センター ・「石巻・桃生・牡鹿地区神楽大会」で神楽を奉納。

岩手県一関市 ・下大籠南部神楽保存会「秋の奉納祭」で神楽を奉納。
12 月 北上中学校体育館 ・「きたかみ復興市」で神楽を奉納。

2014 年 2 月 栗原市 ・「第 34 回尾松地区神楽鑑賞会」で神楽を奉納。
仙台市東北歴史博物館 ・「文化遺産とまち、ひと、復興」で神楽を奉納。
仙台市 ・仙台市行政書士相談会で神楽を奉納。

4 月 　 ・「きたかみ春祭り」のポスターを決定。
5 月 　 ・「きたかみ春祭り」を実施。
7 月 栗原市築館体育センター ・「第 37 回みちのく神楽大会」で神楽を奉納。
9 月 南三陸町志津川 ・特別養護老人ホームいこいの海あらと「納涼祭」で神楽を奉納。

栗原市若柳 ・「第 54 回北辰神社神楽大会」で神楽を奉納。
栗原市風の沢里山公園 ・「第 7 回くりはら万葉祭」で神楽を奉納。

10 月 女川町女川小学校 ・「石巻・桃生・牡鹿地区神楽大会」で神楽を奉納。
岩手県一関市 ・下大籠南部神楽保存会「秋の奉納祭」で神楽を奉納。

11 月 東京都渋谷区 ・「渋谷区民まつり」で神楽を奉納。
2015 年 4 月 東京都国立劇場 ・「東北の鬼」で神楽を奉納。

表 1　大室南部神楽保存会による神楽復活の経緯（2012 年 3 月～ 2015 年 4 月）

（ 大室南部神楽保存会会員に対する聞き取り調査、および、同保存会 FACEBOOK・ホームページを

もとに作成）
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167 東日本大震災の被災地における祭礼文化の「復活」とその要因

図 4　大室南部神楽保存会の神楽の奉納場所と奉納回数（2013 年 5 月～ 2015 年 4 月）
　　  　（ 大室南部神楽保存会会員に対する聞き取り調査、および、同保存会 FACEBOOK・

ホームページをもとに作成）

子
は
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
三
〇
代
の
男
性
が

神
楽
面
の
作
製
を
担
い
始
め
た
こ
と
や
、
神
楽
の
練

習
に
参
加
す
る
児
童
の
数
が
増
加
し
た
点
な
ど
に
も

あ
ら
わ
れ
て
い
る）

（1
（

。
こ
の
よ
う
な
「
明
る
い
話
題
」

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
は
大
規

模
な
自
然
災
害
を
乗
り
越
え
た
祭
礼
文
化
の
継
承
に

希
望
を
見
い
だ
し
て
い
る
。

　
　
　
　
五

　
お
わ
り
に

　

以
上
、
本
稿
で
は
宮
城
県
石
巻
市
に
伝
わ
る
大
室

南
部
神
楽
を
事
例
と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、

大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
会
員
が
こ
れ
を
「
復
活
」

さ
せ
た
経
緯
と
要
因
に
つ
い
て
、
現
地
調
査
の
成
果

を
も
と
に
報
告
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
／
彼

女
た
ち
は
日
本
各
地
の
企
業
・
団
体
・
個
人
か
ら
の

支
援
―
す
な
わ
ち
「
他
地
域
」
か
ら
の
支
援
―
を
受

け
る
一
方
で
、
職
縁
や
公
共
機
関
・
同
系
譜
の
神
楽

の
伝
承
地
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
独
自
に
構
築
し
て

　 栗原

下大籠
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168東日本大震災の被災地における祭礼文化の「復活」とその要因

祭
礼
道
具
を
整
え
、
大
室
南
部
神
楽
を
「
復
活
」
さ
せ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
事
実
は
「
被
災
者
（
継
承
者
）
に
よ
る
積
極

的
な
現
地
調
査
」
が
祭
礼
文
化
の
復
活
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
意
味
を
も
つ
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

現
在
、
日
本
社
会
は
毎
年
・
毎
月
の
よ
う
に
何
ら
か
の
大
規
模
な
自
然
災
害
に
遭
遇
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
る
我
々
は
、

被
災
地
の
祭
礼
文
化
の
復
興
・
継
承
を
支
援
す
る
社
会
シ
ス
テ
ム
を
早
急
に
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
段
階
に
あ
る
。
筆
者
は
、
本
稿

で
事
例
と
し
た
大
室
南
部
神
楽
の
「
復
活
」
の
過
程
と
こ
れ
を
成
功
に
導
い
た
要
因
か
ら
、
そ
の
方
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
大
学
の
教
育
・

研
究
の
場
に
お
い
て
、
学
生
が
自
然
災
害
の
常
襲
地
域
と
深
く
か
か
わ
り
な
が
ら
、
現
地
調
査
能
力
を
高
め
る
教
育
・
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
発
と
実
施
を
提
言
し
た
い
。
自
然
災
害
の
常
襲
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
学
生
に
「
現
地
調
査
」
の
技
術
・
方
法
を
十
分
に
教
授

し
、
彼
ら
／
彼
女
た
ち
に
祭
礼
文
化
を
復
活
さ
せ
る
能
力
―
す
な
わ
ち
、「
地
域
と
連
携
す
る
能
力
」・「
現
地
調
査
を
遂
行
す
る
能
力
」・「
情

報
発
信
能
力
」―
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
、
被
災
時
に
人
々
の
精
神
面
を
支
え
、
地
域
が
活
力
を
早
期
に
取
り
戻
す
こ
と
へ
と
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
る
。
そ
の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
報
告
を
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

　

�【
謝
辞
】

　

本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
佐
藤
清
吾
氏
、
佐
藤
利
喜
夫
氏
、
佐
藤
志
保
氏
、
佐
藤
寛
氏
、
佐
藤
恵
氏
、

佐
々
木
茂
樹
氏
、
佐
藤
梨
恵
氏
、
佐
藤
満
利
氏
を
は
じ
め
と
す
る
大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
皆
様
、
そ
し
て
青
山
英
幸
氏
に
は
様
々
な
面

で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。「
一
人
の
調
査
者
」
と
し
て
、
皆
様
の
行
動
力
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま

す
。
近
い
将
来
、
大
室
集
落
が
震
災
前
以
上
に
活
気
溢
れ
る
地
域
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
ま
た
、
石
巻
調
査
に
何

度
も
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
稿
執
筆
の
機
会
を
下
さ
っ
た
國
學
院
大
學
経
済
学
部
古
沢
広
祐
教
授
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

現
地
調
査
の
折
に
、古
沢
先
生
か
ら
は
学
際
的
な
調
査
の
大
切
さ
や
地
域
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
沢
山
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
。
な
お
、
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169 東日本大震災の被災地における祭礼文化の「復活」とその要因

本
稿
は
國
學
院
大
學
二
一
世
紀
研
究
教
育
計
画
委
員
会
研
究
事
業
「
地
域
・
渋
谷
か
ら
発
信
す
る
共
存
社
会
の
構
築
」
の
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る
。

　
　
註

　
（
１
）�　

本
稿
に
係
る
現
地
調
査
を
二
〇
一
三
年
五
月
～
二
〇
一
五
年
五
月
に
か
け
て
実
施
し
た
。

　
（
２
）�　

十
三
浜
地
区
と
は
、
追
波
・
吉
浜
・
月
浜
・
立
神
・
長
塩
谷
・
白
浜
・
小
室
・
大
室
・
小
泊
・
相
川
・
小
指
・
大
指
・
小
滝
の
以
上
一
三
集
落
で

構
成
さ
れ
る
漁
業
を
主
要
産
業
と
す
る
地
域
で
あ
る
。

　
（
３
）�　

二
〇
一
三
年
時
点
で
、
大
室
集
落
の
漁
業
者
が
加
入
す
る
十
三
浜
漁
協
組
合
に
は
正
会
員
と
準
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
約
一
五
〇
名
所
属
し
て
い
た
。

　
（
４
）�　

第
二
次
世
界
大
戦
以
降
、
南
部
神
楽
の
コ
ン
テ
ス
ト
が
岩
手
・
宮
城
の
両
県
で
盛
ん
に
開
催
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
「
東
北
神
楽
大
会
」（
宮

城
県
栗
原
市
栗
駒
）
が
最
も
古
い
歴
史
を
も
つ
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
こ
れ
に
触
発
さ
れ
る
よ
う
に
周
辺
地
域
に
お
い
て
同
様
の
コ
ン
テ
ス
ト
が
実
施
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、
南
部
神
楽
の
参
加
が
み
と
め
ら
れ
る
コ
ン
テ
ス
ト
は
全
部
で
一
五
を
数
え
る
と
い
う
。
以
上
、
東
北
歴
史
博
物
館
編

（
二
〇
一
三
）
に
よ
る
。

　
（
５
）�　

大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
会
員
は
「
屋
島
合
戦
」
な
ど
の
悲
劇
的
な
演
目
を
奉
納
す
る
間
、
実
際
に
落
涙
す
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
る
と
い
う
。

　
（
６
）�　

一
九
四
〇
年
代
ま
で
、
塚
浜
（
現
女
川
町
）
や
志
津
川
（
同
南
三
陸
町
）
の
住
民
が
徒
歩
で
大
室
集
落
を
訪
れ
、
彼
ら
の
産
土
社
の
祭
礼
で
大
室

南
部
神
楽
を
奉
納
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
た
（
保
存
会
の
会
員
に
よ
る
）。
こ
の
よ
う
な
依
頼
は
、
娯
楽
が
多
様
化
し
た
高
度
経
済
成
長
期
以
降
は
な

さ
れ
な
く
な
っ
た
。
な
お
、
大
室
集
落
の
男
性
た
ち
は
塚
浜
に
お
い
て
、
三
日
三
晩
の
間
、
演
目
の
種
類
を
す
べ
て
変
え
て
神
楽
を
奉
納
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
（
７
）�　
「
く
い
し
め
面
」
と
は
、
つ
り
上
が
っ
た
眉
毛
、
大
き
く
見
ひ
ら
い
た
瞳
、
へ
の
字
に
閉
じ
た
大
き
な
口
を
特
徴
と
す
る
非
常
に
荒
々
し
い
表
情
を

し
た
神
楽
面
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
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170東日本大震災の被災地における祭礼文化の「復活」とその要因
　
（
８
）�　
「
神
題
本
」
と
は
、
神
楽
の
台
詞
を
記
し
た
台
本
の
こ
と
で
あ
る
。
南
部
神
楽
の
伝
承
地
で
は
、
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
旋
律
に
の
せ
て
神
楽
の
台

詞
を
唱
え
る
。
ま
た
、
南
部
神
楽
に
は
「
三
番
叟
」
の
よ
う
に
一
〇
分
間
程
度
で
奉
納
可
能
な
短
い
演
目
か
ら
、
長
い
も
の
で
は
奉
納
に
約
三
時
間

を
要
す
る
「
屋
島
合
戦
」
な
ど
の
演
目
が
存
在
す
る
。

　
（
９
）�　

保
存
会
の
会
員
の
中
に
は
、
神
楽
の
練
習
の
た
め
に
仙
台
市
や
多
賀
城
市
か
ら
片
道
二
時
間
以
上
の
時
間
を
か
け
て
大
室
集
落
に
通
う
者
も
あ
る
。

　
（
10
）�　

大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
訪
問
者
数
・
閲
覧
者
数
は
三
～
五
万
件
に
達
す
る
（
二
〇
一
五
年
九
月
二
六
日
最
終
閲
覧
）。

　
（
11
）�　

大
室
南
部
神
楽
保
存
会
の
会
員
に
よ
る
と
、
二
〇
一
五
年
六
月
時
点
で
、
同
年
七
月
に
は
仙
石
線
全
線
開
通
祝
賀
会
で
、
同
じ
く
八
月
に
は
青
年

文
化
会
館
に
お
い
て
、
そ
し
て
一
〇
月
に
は
東
ア
ジ
ア
環
境
社
会
学
会
（
東
北
大
学
）・
宮
城
県
総
合
運
動
公
園
・
下
大
籠
南
部
神
楽
保
有
会
「
秋
の

奉
納
祭
」
で
神
楽
の
奉
納
を
予
定
し
て
い
た
。

　
（
12
）�　

か
つ
て
、
保
存
会
の
会
員
の
世
帯
で
神
楽
面
を
作
製
し
て
お
り
、
そ
の
方
法
が
口
伝
で
継
承
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
二
〇
一
三
年
当
時
、
五
名
の

児
童
が
神
楽
の
練
習
に
参
加
し
て
い
た
が
、
二
〇
一
五
年
五
月
の
段
階
に
お
い
て
、
そ
の
数
は
八
名
に
増
加
し
て
い
た
。

　
　
参
考
文
献
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